
１．三つのポリシーのチェックについて
目的①：大学院設置基準等に係る省令（令和元年９月２６日付け）の対応

要点：学位の質保証基準並びに学位に基づいたカリキュラム，入学者選抜
→教学マネジメントの観点

目的②：来年度予定されている大学認証評価対応
要点：教育のＰＤＣＡのエビデンス

→大学院充足率も含め，「出来ている」or「出来ていない」の評価を受ける
見込み

２．科目ナンバリングについて（指摘事項１）

上記目的①の観点から，「大学院カリキュラム」が「学位に基づいている」ことを示す
必要がある．（別紙資料①）

３．学位審査基準について（指摘事項２）

上記目的①にかかり，「学位」は「ＤＰ」が満足している学生に授与することが示され
ていなければならない．（学位の品質保証，三つのポリシーの関連性，アセスメントポ
リシー等の観点）（別紙資料②）

４．最終的な点検案および学位審査基準案の提出（指摘事項３）

研究科は３月末を目処に最終案をとりまとめ，提出．修正に当たっては，大学院委員
会等で配布済みの資料の良いところを参考にする．
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カリキュラムマップの例：前期課程メカニックス系工学専攻，現行
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分野①特論：固体力学，破壊力学，複合材料
プロセス，機械材料工学

分野②特論：熱工学，再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境，
熱ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ，環境流体工学，流体工学，流
体力学

分野③特論：ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ工学，ｼｽﾃﾑ制御工
学，精密機械工学，ﾛﾎﾞｯﾄ構成学

分野④特論：動力伝達ｼｽﾃﾑ，創製加工学，
機械機能設計，生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ工学
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材料・ﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞ・材料
強度学演習

ｴﾈﾙｷﾞｰ・流れ演習
機力・制御演習

設計・生産加工演習

カリキュラムマップの例：後期課程メカニックス系工学専攻，現行
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分野①特殊研究：固体力学，破壊力学，複合材料プロセス，機械材料工
学

分野②特殊研究：熱工学，再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境，熱ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ，
環境流体工学，流体工学

分野③特殊研究：ﾛﾎﾞｯﾄｼｽﾃﾑ工学，ｼｽﾃﾑ制御工学，精密機械工学

分野④特殊研究：動力伝達ｼｽﾃﾑ，創製加工学
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